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を明らかにした（第 2 章）。6 領域の核 DNA 塩基配列に基づき推定された系統樹か
ら、日本および琉球列島において、少なくとも 4 回、おそらく 5 回の淡水化を伴う種
分化が生じたと推定された。このうち 4 回は、約 100 万年前と比較的最近に生じたと
推定されたが、残りの 1 回は約 200–500 万年前と比較的古い時期に生じたと推定され
た。以上から、本属の種多様化において、頻繁な淡水性種の分化が重要であったこと









































18 種を中心とする種間の系統関係を、複数の核 DNA 塩基配列に基づき推定した。得
られた系統樹から、日本および琉球列島における淡水化をともなう種分化の回数と
時期を推定し、淡水進出をはじめとする生活史進化の種多様化における重要性を明
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